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第1章：簿記一巡の流れをおさえよう	

１、はじめに	

　簿記検定１級試験において、簿記の一巡の流れをおさえておくことは非常に重要です。なぜなら、１級検定試験	

の商業簿記・会計学において出題される簿記の問題では、その一巡の流れの一部が切り取って出題されるからで

す。ですから、「そんなの２級でもう習ったよ～」と言わずに、大切なところですのでぜひ、お付き合い下さい。	

２、簿記一巡の手続きにおける仕訳の内容	

　簿記一巡の手続きとは、会計期間における期首から期末に行なわれる手続きであり、①開始手続②期中手続	

③決算手続の３つがあります。そして、それぞれの手続きにおいて以下のような仕訳がなされます。	

期　首	 期　末	期　中	

開始手続	 期中手続	 決算手続	

（１）開始仕訳	
　 （２）再振替仕訳	

（３）期中営業仕訳	 （４）決算整理仕訳	
（５）決算振替仕訳	

（１）開始仕訳の内容	

　３級講座では、資産、負債及び資本（純資産）について、最終的には帳簿を締め切って繰越試算表を作成すると	

習ったかと思います。この帳簿の締切方法のことを英米式簿記法といいます。これに対して、繰越試算表を作らず	

残高勘定に資産、負債及び資本（純資産）を振替えて次期に繰り越す大陸式簿記法という方法もあります。	

大陸式簿記法では、残高勘定で資産、負債及び資本（純資産）を次期に繰り越すため、次期期首において繰越さ	

れた資産、負債及び資本（純資産）を元の資産、負債及び資本（純資産）の勘定に振替える仕訳が必要となりま	

す。この仕訳のことを開始仕訳といいます。	

【開始仕訳】	

（借方） 資　産××　　　（貸方）  残　高××	
　　　　　残　高××　　　　　　　　負　債××	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資　本××	

繰越試算表	

資　　　産	
負　　　債	
資　　　本	

××	
××	
××	

（２）再振替仕訳の内容	

　再振替仕訳とは、収益や費用の見越し、繰延べにより生じた前払費用、前受収益、未払費用、未収収益につい

て、元の費用や収益の勘定に戻す仕訳をいいます。この仕訳は、前期末に行なわれた決算整理仕訳の逆の仕訳

をすることになります。（この仕訳は３級で学習しましたよね！）　	

英米式では、残高勘定は使わず	
繰越試算表を使います。	
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（３）期中営業仕訳の内容	

　３級や２級講座では、お店や会社の様々な取引についての仕訳の方法を学習しました。	

このお店や会社の営業活動における取引を記録する仕訳のことを期中営業仕訳といったりします。そして簿記の	

学習では、その半分をこの期中営業仕訳を学習することになるのです。	

【再振替仕訳】	

（借方）  費　　　用××　　　　（貸方） 前払費用××	
　　　　　前受収益××　　　　　　　　　収　　　益××	
　　　　　未払費用××　　　　　　　　　費　　　用××	
　　　　　収　　　益××　　　　　　　　　未収収益××	

【期中営業仕訳】	

（借方）  仕　　　 入××　　　（貸方） 買　掛　金××	
　　　　　売　掛　金××　　　　　　　　売　　　 上××	
　　　　	

（４）決算整理仕訳の内容	

　収益や費用として処理されているものの中には、一会計期間の正しい金額を示していないものが存在し、また	

資産や負債及び資本（純資産）の中には、期末の実際有高やその価値を示していないものが存在します。もし、こ

れらの勘定の金額を適正に修正しなければ、損益計算書は一会計期間の経営成績を示さないことになりますし、

貸借対照表は期末時点における財政状態を示さないことになってしまいます。そこで、決算整理仕訳をすることで、

正しい金額に修正してあげます。	

【決算整理仕訳】	

（借方）  仕　　　入××　　　（貸方）繰越商品××	
　　　　　繰越商品××　　　　　　　  仕         入××	
　　　　	

左の仕訳例は商品仕入時と	
商品売上時の三分法による仕訳	
になります。	

左の仕訳例は三分法による	
決算整理仕訳になります。	

（５）決算振替仕訳の内容	

　決算整理仕訳によって、収益や費用は一会計期間の正しい金額を示すことになり、また、資産や負債及び資本	

（純資産）は期末における実際有高や価値を示すことになります。そこで、収益と費用との差額により当期純利益

を計算するため、損益勘定を作り、そこに収益と費用の金額を振替えます。また、資産や負債及び資本（純資産）	

については、次期以降も利用しますので何らかの方法で、次期に繰り越す必要があります。	

ここで登場するのが、残高勘定であり、大陸式簿記法ではこの残高勘定に資産、負債及び資本（純資産）の金額

を振替えて、次期に繰り越します。なお、3級で学習した英米式簿記法では残高勘定に振替えることはせず、その

まま「次期繰越」と記入し、帳簿を締切り、繰越試算表を作ることで次期に繰り越していましたよね。	
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【決算振替仕訳】	

①収益の振替え（損益振替記入）	
（借方） 収　　　益××　　　　（貸方） 損　　　益××	
②費用の振替え（損益振替記入）	
（借方） 損　　　益××　　　　（貸方） 費　　　用××	
③当期純利益の振替え（資本振替記入）	
（借方） 損　　　益××　　　　（貸方） 資　本  金××	
④資産の振替え（残高振替記入）	
（借方） 残　　　高××　　　　（貸方） 資　　　産××	
⑤負債の振替え（残高振替記入）	
（借方） 負　　　債××　　　　（貸方） 残　　　高××	
⑥資本（純資産）の振替え（残高振替記入）	
（借方）　資　　　本××　　　 （貸方） 残　　　高××	

損　　益	

収　　益	費　　用	

当期純利益	

収益と費用の金額を損益勘定	
に集めることで、貸借差額で	
当期純利益を計算することが	
できます。	

残　　高	

資　　産	 負　　債	

  資　　本	
（純資産）	

資産、負債及び資本（純資
産）を残高勘定に集め、こ
の残高勘定により、次期に
繰り越してもらいます。	

★	

★3級では資本金勘定に振替えましたが	
　株式会社では、繰越利益剰余金勘定に	
　振替えます（2級で学習）。	

３、各手続きと、帳簿への記入及び財務諸表作成までの流れ	

　上記において、期首から期末までの手続きにおける仕訳の内容をみました。ここでは、さらに期首から期末におけ	

る財務諸表の作成まで、どのように帳簿に記入されていくのか、その流れをみてみたいと思います。	

（１）開始手続から期中営業手続までの帳簿記入の流れ	

　簿記3級で学習した「単一仕訳帳・補助簿併用制」とよばれる、もっともオーソドックスな帳簿記入の流れを	

ここではみていきたいと思います。その帳簿記入の流れは以下の図のようになります。	

仕訳帳	 総勘定元帳	

商品有高長	
得意先元帳	
etc..	

取引	
取引があったら	
仕訳帳に仕訳	
をします	

仕訳帳から	
総勘定元帳に	
転記をします	

取引の内容の明細	
を記入します	

帳簿記入の流れ	

これら２つの帳簿が	
メインの帳簿となり	
ますので、「主要簿」	
といいます。	

仕訳帳と総勘定元帳だけでは、	
取引の明細までは分かりませ	
ん。その明細を記入するこれら	
の帳簿のことを「補助簿」といい	
ます。なお、補助簿には「補助	
記入帳」と「補助元帳」の2種類	
があります。	
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（２）期末における決算手続き①～決算整理前残高試算表の作成	

　期末になったら決算手続に入る前に、期首から期末までの１年間の記帳が合っているかどうかを試算表を作る	

ことで確かめます。なお、試算表には「合計試算表」「残高試算表」「合計残高試算表」の３種類がありましたが、	

公認会計士試験では通常、残高試算表が問題で出題されます。（以下残高試算表で例示）	

仕訳帳	 総勘定元帳	

取引	

試算表作成までの流れ	

試算表	

決算整理に入る前に作られる	
試算表なので、「決算整理前	
残高試算表」といったりします。	

（３）期末における決算手続き②～決算整理後残高試算表の作成	

　決算整理前残高試算表を作成し、貸借が一致することを確かめたら、決算整理仕訳を行ないます。	

この決算整理仕訳により、総勘定元帳の金額がまた動きますので、貸借が一致するかどうかを確かめる必要が

あります。このため、決算整理仕訳が終わったらもう一度、試算表を作成します。	

仕訳帳	 総勘定元帳	

取引	

取引があったら	
仕訳帳に仕訳	
をします	

仕訳帳から	
総勘定元帳に	
転記をします	

決算整理後残高試算表作成までの流れ	

決算整理前	
残高試算表	

決算整理仕訳	
をおこないます	

決算整理仕訳	
を仕訳帳から	
総勘定元帳に	
転記をします	 決算整理後	

残高試算表	

決算整理仕訳の後に作られる	
試算表なので、「決算整理後	
残高試算表」といったりします。	

商品有高長	
得意先元帳	
etc..	

商品有高長	
得意先元帳	
etc..	
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（４）期末における決算手続き③～財務諸表の作成	

　決算整理後残高試算表を作成し、貸借が一致するかどうかを確かめたら、決算振替仕訳を行ない、損益勘定お

よび残高勘定を作成します。この損益勘定が損益計算書作成の基礎となり、残高勘定が貸借対照表を作成する

基礎となります。また、財務諸表は損益勘定や残高勘定以外に決算整理後残高試算表からも作成でき、さらに、

精算表という一枚の計算表からも作成することができます。	

総勘定元帳	

財務諸表作成の流れ	

決算整理前	
残高試算表	

決算整理後	
残高試算表	

損　益	

残　高	

収　益	費　用	
利　益	

資　産	負　債	

資　本	

Ｐ／Ｌ	 Ｂ／Ｓ	 Ｐ／Ｌ	 Ｂ／Ｓ	

決
算
整
理
前
試
算
表	

決
算
整
理
仕
訳	

決
算
整
理
後
試
算
表	

Ｐ／Ｌ	 Ｂ／Ｓ	

簿記３級や２級では決算整理後残高試算表	
の欄が無い８桁精算表を学習しました。	

このように、財務諸表の作成ルート	
には大きく３つあります。	

【精算表】	

（５）まとめると	

　以上のことをまとめると、以下のような図になります。財務諸表作成のルートは３つあり、財務会計論における簿

記の計算問題では、この流れの一部分が切り取って出題されます。	

財務諸表作成の流れのまとめ	

仕訳帳	

①開始仕訳	

②再振替仕訳	

③期中営業仕訳	

④決算整理仕訳	

⑤決算振替仕訳	

総勘定元帳	
①～③	

決算整理前	
残高試算表	

①～④	
決算整理後	
残高試算表	

補助簿	

Ｐ／Ｌ	

Ｂ／Ｓ	

資産・負債・資本	

収益・費用	

損　益	

残　高	 Ｐ／Ｌ	

Ｂ／Ｓ	

⑤	

決算整理前	
残高試算表	
　（①～③）	

決算整仕訳	
　 　（④）	

決算整理後	
残高試算表	
　（①～④）	

Ｐ／Ｌ	

Ｂ／Ｓ	

【精算表】	

ルート１	 ルート２	

ルート３	

M-Cass簿記検定講座	



基本例題Ⅰ－１	 ＜簿記一巡の手続き～開始手続～＞	

　ＣＰＡ株式会社の期首における残高勘定は以下のとおりである。よって、以下の問に答えなさい。なお、当

事業年度は×２年４月１日から×３年３月３１日までの１年間である。（大陸式簿記法によること）	

残　　　　高　　　　 （単位：千円）	

現　 金　 預　金　　380		

繰　 越　 商　品    	200	

未   払  保  険  料　  15	

資　　　本　　　金 　  500	

繰越利益剰余金　 　 65	

〔解答欄〕	

（借方）　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　（貸方）　	

　　　　　 	

　　　　	

　　　　　  	

																

（単位：千円）	①開始仕訳	

②再振替仕訳	

（借方）　                                          　　 　　　 （貸方）　	

当期首における①開始仕訳と②再振替仕訳をしなさい。	

総勘定元帳への転記をおこないなさい。	

問1	

問2	

問1	

問2	 総勘定元帳への転記	

現　 金　 預　金	 繰　 越　 商　品	 未  払  保  険 料 	

資　　  本       金	 繰越利益剰余金 	
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〔解　答〕	

（借方）　現　 金　 預　金　380　　　　　（貸方）　 残　　　　　　　  高 　 580	

　　　　　  繰　 越　商　 品   200	

　　　　　  残　　　　　     高    580　　　　　　　　　未   払  保  険   料　   15　　　　　　　　	

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資　　　本　　  金       500	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 繰越利益剰余金　     65	

（単位：千円）	①開始仕訳	

②再振替仕訳	

（借方）　未　払　保　 険　 料  15　　　　（貸方）   保        険        料 　      15	

問1	

問2	 総勘定元帳への転記	

現　 金　 預　金	 繰　 越　 商　品	 未  払  保  険 料 	

資　　  本       金	 繰越利益剰余金 	

4/	1残　高380	 4/	1残　高200	 4/	1残　高15	

4/	1残　高500	 4/	1残　高65	
保 　 　険 　　 料 	

4/	1未払保険料15	

4/	1保険料15	

〔解　説〕	

大陸式簿記法では、英米式簿記法とは異なり、前期において次期に繰り越すために資産、負債、資本（純資産）

の勘定は残高勘定に振替えられています。よって当期に入り、まず期首において残高勘定から元の資産、負債	

資本（純資産）の勘定へ振り戻す処理を行ないます。なお、開始仕訳における残高勘定について、開始残高勘定

を使う場合もあります。	

残　　　　　　高	

資　　産××	 資　　産××	

資　　　　　　産	

資　　産××	

負　　債××	 負　　債××	

資　　本××	資　　本××	

負　　　　　　債	

残　　高××	

資本（純資産）	

残　　高××	
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基本例題Ⅰ－２	 ＜簿記一巡の手続き～期中手続～＞	

　ＣＰＡ株式会社の期中における取引は以下のとおりである。よって、各問に答えなさい。	

なお、当社では補助簿として商品有高帳を設けている。	

ⅰ．商品400千円（@50千円、8個）を仕入れ、代金は現金で支払った。	

ⅱ．商品8個分を725千円で売上げ、代金は現金で受け取った。	

ⅲ．保険料を180千円現金で支払った。	

〔解答欄〕	

上記の取引における③期中営業仕訳をしなさい。	

総勘定元帳への転記をおこないなさい。なお、日付は取引番号ⅰ～ⅲの記入とすること。	

問1	

問2	

（借方）　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　（貸方）　	

（単位：千円）	③期中営業仕訳	問1	

商品有高帳への記入をおこないなさい。なお払出単価の計算方法は先入先出法によること。	問3	

ⅰ

（借方）　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　（貸方）　	ⅱ

（借方）　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　（貸方）　	ⅲ

問2	 総勘定元帳への転記	

現　 金　 預　金	 繰　 越　 商　品	 未  払  保  険 料 	

資　　  本       金	 繰越利益剰余金 	

4/	1残　高380	 4/	1残　高200	 4/	1残　高15	

4/	1残　高500	 4/	1残　高65	
保 　 　険 　　 料 	

4/	1未払保険料15	

4/	1保険料15	

仕　　　　　　  入	 売　　　　　　  上	
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問3	 商品有高帳への記入	

	平成	
×2年	

摘　　要	
受　　入　　高	 払　　出　　高	 残　　　　　高	

数量				 数量	 数量	

4　	1	 前期繰越	 2	 100		 200	 2	 100	 200	

ⅰ	 仕　入	

ⅱ	 売　上	

31	 次期繰越	3	

前期繰越	

商　品　有　高　帳	
（先入先出法）	

4　	1	

〔解　答〕	

（借方）　　仕　　　      入　　400　　　　　  （貸方）　　現  金  預  金　　400　	

（単位：千円）	③期中営業仕訳	問1	

ⅰ

（借方）　　現  金  預  金　　725　　　　　　（貸方）　　売　　　　   上　　725　	ⅱ

（借方）　　保　   険　  料　  180　　　　　　 （貸方）　   現  金  預  金　  180　	ⅲ

問2	 総勘定元帳への転記	

現　 金　 預　金	 繰　 越　 商　品	 未  払  保  険 料 	

資　　  本       金	 繰越利益剰余金 	

4/	1残　高380	 4/	1残　高200	 4/	1残　高15	

4/	1残　高500	 4/	1残　高65	
保 　 　険 　　 料 	

4/	1未払保険料15	

4/	1保険料15	ⅰ仕　入400	
ⅱ売　上725	 ⅲ保険料180	

ⅲ現金預金180	

仕　　　　　　  入	

ⅰ現金預金400	
売　　　　　　  上	

ⅱ現金預金725	

単価		金額	 単価		金額	 金額	単価		
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	平成	
×2年	

摘　　要	
受　　入　　高	 払　　出　　高	 残　　　　　高	

数量		単価	金額	 数量		単価	金額	 数量	単価		金額	

4　	1	 前期繰越	 2	 100		 200	 2	 100	 200	

ⅰ	 仕　入	 8	 50	 400	 2	 100	 200	

8	 50	 400	

ⅱ	 売　上	 2	 100	 200	

6	 50	 300	 2	 50	 100	

31	 次期繰越	3	

前期繰越	

2	 50	 100	

2	 50	 100	2	 50	 100	

商　品　有　高　帳	
（先入先出法）	

10	 600	 10	 600	

4　	1	

問3	 商品有高帳への記入	

〔解　説〕	

開始手続が終了したら、いよいよ営業活動を開始します。この会社の営業活動を記録するものが期中営業仕訳	

であり、①仕訳帳に仕訳をする、②総勘定元帳へ転記する、③補助簿（商品有高帳）へ記入するという記帳の	

流れを期末まで繰り返します。	

仕訳帳	 総勘定元帳	

商品有高長	
得意先元帳	
etc..	

取引	
取引があったら	
仕訳帳に仕訳	
をします	

仕訳帳から	
総勘定元帳に	
転記をします	

取引の内容の明細	
を記入します	

帳簿記入の流れ	

左２つの帳簿が	
メインの帳簿となり	
ますので、「主要簿」	
といいます。	

仕訳帳と総勘定元帳だけでは、	
取引の明細までは分かりませ	
ん。その明細を記入するこれら	
の帳簿のことを「補助簿」といい	
ます。なお、補助簿には「補助	
記入帳」と「補助元帳」の2種類	
があります。	

第1章：簿記一巡の流れをおさえよう	
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基本例題Ⅰ－３	
＜簿記一巡の手続き～決算手続①～＞	

　ＣＰＡ株式会社の期末における総勘定元帳は以下のとおりである。よって、決算手続にはいる前に	

残高試算表を作成しなさい。	

現　 金　 預　金	 繰　 越　 商　品	 未  払  保  険 料 	

資　　  本       金	 繰越利益剰余金 	

4/	1残　高380	 4/	1残　高200	 4/	1残　高15	

4/	1残　高500	 4/	1残　高65	
保 　 　険 　　 料 	

4/	1未払保険料15	

4/	1保険料15	ⅰ仕　入400	
ⅱ売　上725	 ⅲ保険料180	

ⅲ現金預金180	

仕　　　　　　  入	

ⅰ現金預金400	
売　　　　　　  上	

ⅱ現金預金725	

〔解答欄〕	

試算表の作成	

勘　定　科　目	

現　金　預　金	

繰　越　商　品	

未	払	保	険	料	

資				本				金	

繰越利益剰余金	

売										上	

仕										入	

保				険				料	

残　	高	　試	　算	　表	

借　　　方	 貸　　　方	

（単位：千円）	
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〔解　答〕	

勘　定　科　目	

現　金　預　金	

繰　越　商　品	

未	払	保	険	料	

資				本				金	

繰越利益剰余金	

売										上	

仕										入	

保				険				料	

残　	高	　試	　算	　表	

借　　　方	 貸　　　方	

525	

200	

500	

65	

725	

400	

165	

1,290	 1,290	

〔解　説〕	

　期末になり、期中手続が終わったら財務諸表作成のために決算手続にはいります。しかし、期中営業仕訳は取

引の数だけ行なわれますので、期中手続に誤りがある可能性があります。そこで、誤りがないかどうか、ちゃんと	

貸借が一致するかどうかを確かめるために、試算表を作成します。この試算表は決算整理に入る前に作られる試

算表なので、「決算整理前試算表」といったりします。なお、簿記検定3級講座で学習しましたが、この試算表には、

総勘定元帳のどの部分の金額を拾ってくるかによって①合計試算表、②残高試算表、③合計残高試算表の3種

類あります。本問では、そのうち②残高試算表の作成が求められています。ちなみに1級検定試験では、3種類の

試算表のうち、②残高試算表がほとんど問題の資料として与えられます。	

仕訳帳	 総勘定元帳	

取引	

試算表作成までの流れ	

試算表	

試算表のことを英語で	
「Trial Balance」といい 
決算整理前試算表の 
ことをよく略して、「前T/B」 
と言ったりします。	

取引があったら	
仕訳帳に仕訳	
をします	

仕訳帳から	
総勘定元帳に	
転記をします	

商品有高長	
得意先元帳	
etc..	

①合計試算表	
②残高試算表	
③合計残高試算表	

第1章：簿記一巡の流れをおさえよう	
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基本例題Ⅰ－４	 ＜簿記一巡の手続き～決算手続②～＞	

　ＣＰＡ株式会社の期末における決算整理前残高試算表は以下のとおりである。よって、資料にもとづいて①

決算整理仕訳を仕訳帳におこない、②総勘定元帳への転記及び③決算整理後残高試算表を作成しなさい。	

勘　定　科　目	

現　金　預　金	

繰　越　商　品	

未	払	保	険	料	

資				本				金	

繰越利益剰余金	

売										上	

仕										入	

保				険				料	

残　	高	　試	　算	　表	

借　　　方	 貸　　　方	

525	

200	

500	

65	

725	

400	

165	

1,290	 1,290	

資料１、決算整理前残高試算表	

資料２、決算整理事項	

ⅰ　売上原価の算定	
　　  期末商品棚卸高は、以下の商品有高帳に記録されているとおりである。	

	平成	
×2年	

摘　　要	
受　　入　　高	 払　　出　　高	 残　　　　　高	

数量		単価	金額	 数量		単価	金額	 数量	単価		金額	

4　	1	 前期繰越	 2	 100		 200	 2	 100	 200	

ⅰ	 仕　入	 8	 50	 400	 2	 100	 200	

8	 50	 400	

ⅱ	 売　上	 2	 100	 200	

6	 50	 300	 2	 50	 100	

31	 次期繰越	3	

前期繰越	

2	 50	 100	

2	 50	 100	2	 50	 100	

商　品　有　高　帳	
（先入先出法）	

10	 600	 10	 600	

4　	1	

ⅱ　保険料の見越し	
　　  保険料の未払分が20千円ある。	

第1章：簿記一巡の流れをおさえよう	
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〔解答欄〕	

（借方）　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　（貸方）　	

　　　　　 	

（単位：千円）	ⅰ　売上原価算定の決算整理訳	

ⅱ　保険料の見越の決算整理仕訳	

（借方）　                                          　　 　　　 （貸方）　	

①決算整理仕訳	

現　 金　 預　金	 繰　 越　 商　品	 未  払  保  険 料 	

資　　  本       金	 繰越利益剰余金 	

4/	1残　高380	 4/	1残　高200	 4/	1残　高15	

4/	1残　高500	 4/	1残　高65	
保 　 　険 　　 料 	

4/	1未払保険料15	

4/	1保険料15	ⅰ仕　入400	
ⅱ売　上725	 ⅲ保険料180	

ⅲ現金預金180	

仕　　　　　　  入	

ⅰ現金預金400	
売　　　　　　  上	

ⅱ現金預金725	

②総勘定元帳への転記	

勘　定　科　目	

現　金　預　金	

繰　越　商　品	

未	払	保	険	料	

資				本				金	

繰越利益剰余金	

売										上	

仕										入	

保				険				料	

残　	高	　試	　算	　表	

借　　　方	 貸　　　方	

③決算整理後残高試算表の作成	

第1章：簿記一巡の流れをおさえよう	
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〔解　答】	

（借方）　仕　　　　　入　　200　　　　　　　 （貸方）  繰  越  商  品　　200　	

　　　　　 繰  越  商  品　　 100　　　　　　　　　　　    仕　　　　   入　　100	

（単位：千円）	ⅰ　売上原価算定の決算整理訳	

ⅱ　保険料の見越の決算整理仕訳	

（借方）　 保    険     料　　  20																							（貸方）  未払保険料　　  20　	

①決算整理仕訳	

現　 金　 預　金	 繰　 越　 商　品	 未  払  保  険 料 	

資　　  本       金	 繰越利益剰余金 	

4/	1残　高380	 4/	1残　高200	 4/	1残　　高15	

4/	1残　高500	 4/	1残　高65	
保 　 　険 　　 料 	

4/	1未払保険料15	

4/	1保険料15	ⅰ仕　入400	
ⅱ売　上725	 ⅲ保険料180	

ⅲ現金預金180	

仕　　　　　　  入	

ⅰ現金預金400	
売　　　　　　  上	

ⅱ現金預金725	

②総勘定元帳への転記	

3/	31仕　入200	
3/	31仕　入100	

3/	31繰越商品200	

3/	31繰越商品100	

3/	31未払保険料20	

3/	31保険料20	

勘　定　科　目	

現　金　預　金	

繰　越　商　品	

未	払	保	険	料	

資				本				金	

繰越利益剰余金	

売										上	

仕										入	

保				険				料	

残　	高	　試	　算	　表	

借　　　方	 貸　　　方	

525	

100	

500	

65	

725	

500	

185	

1,310	 1,310	

③決算整理後残高試算表の作成	

20	

（単位：千円）	
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〔解　説〕	

①決算整理仕訳、②総勘定元帳への転記	

　期末になり、試算表を作成し貸借が一致したら、いよいよ決算手続きにはいります。決算手続きにおいては、ま

ず決算整理仕訳が行なわれます。この決算整理仕訳とは、総勘定元帳において、そのままでは正しい金額を示し

ていない勘定科目が存在するため、正しい金額に修正するために行なわれる仕訳のことをいいます。また、この

決算整理仕訳は期中営業仕訳と同様に、総勘定元帳へ転記されることになります。	

繰　 越　 商　品	

4/	1残　高200	

仕　　　　　　  入	

ⅰ現金預金400	

期首商品棚卸高であり	
期末商品の有高や価値	
をあらわしてはいません。	
（期末の財政状態をあらわさない）	

仕入原価（＠50×8個）であり	
売上原価ではない。	
（適正な経営成績をあらわさない）	

修正	

繰　 越　 商　品	

4/	1残　高200	 3/	31仕　入200	
3/	31仕　入100	

仕　　　　　　  入	

ⅰ現金預金400	

3/	31繰越商品200	

3/	31繰越商品100	

期末商品の金額に	
修正されました。	
（期末の財政状態を	
あらわすことになる）	

売上原価の金額に	
修正されました。	
（適正な経営成績を	
あらわすことになる）	

（決算整理前）	

（決算整理前）	

（決算整理後）	

（決算整理後）	

　なお、三分法の決算整理仕訳を行なう場合、期末商品棚卸高を計算する必要がありますが、その金額は補助簿

である商品有高帳の次期繰越額から計算することができます。	

③決算整理後残高試算表の作成	

　決算整理仕訳を行なった場合、仕訳帳に仕訳がされ、総勘定元帳に転記されますので、金額がまた動くことにな

ります。そこで、もう一度試算表を作成し、間違いがないかどうかをチェックします。決算整理が終わった後に作ら

れる試算表であるため、決算整理後試算表といいます。この決算整理後試算表の金額は決算整理仕訳によって

適正に修正されていますので、当該金額を拾うことで貸借対照表や損益計算書を作ることができます。	

決算整理前残高試算表	

借　方	 貸　方	

200	

400	

勘		定		科	目	

繰	越		商		品	

仕									入	

決算整理後残高試算表	

借　方	 貸　方	

100	

500	

勘		定		科	目	

繰	越		商		品	

仕									入	

整理後	

決算整理仕訳を行なう前は、繰越商品勘定は期首商
品棚卸高を、仕入勘定は仕入原価をあらわしていま
す。このため、このままでは貸借対照表や損益計算書
を作ることはできません。	

決算整理仕訳を行なうことで、繰越商品勘定は期末
商品棚卸高を、仕入勘定は売上原価をあらわしてい
ます。よって、これらの金額を拾って貸借対照表や損
益計算書を作ることができます。	
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基本例題Ⅰ－５	 ＜簿記一巡の手続き～決算手続③～＞	

　ＣＰＡ株式会社の期末における決算整理後残高試算表は以下のとおりである。よって、資料にもとづいて損

益計算書及び貸借対照表を作成しなさい。	

勘　定　科　目	

現　金　預　金	

繰　越　商　品	

未	払	保	険	料	

資				本				金	

繰越利益剰余金	

売										上	

仕										入	

保				険				料	

残　	高	　試	　算	　表	

借　　　方	 貸　　　方	

525	

100	

500	

65	

725	

500	

185	

1,310	 1,310	

資料、決算整理後残高試算表	

20	

〔解答欄〕	

財務諸表の作成	

貸　借　対　照　表	

現	金	預	金　　	

商　　			品　　	

未		払		費		用　		

資				本				金　	

繰越利益剰余金　	

損　益　計　算　書	

売　　　上　		売	上　原　価　	

保　　険　	料			

当	期	純	利益				

（単位：千円）	
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〔解　　答〕	

財務諸表の作成	

貸　借　対　照　表	

現	金	預	金　　525	

商　　			品　　100	

未		払		費		用　	20	

資				本				金　500	

繰越利益剰余金　105	

625	625	

損　益　計　算　書	

売　　　上　	725	売	上　原　価　500	

保　　険　	料		185	

当	期	純	利益			40	

725	725	

〔解　説〕	

　決算整理後残高試算表から、資産の勘定、負債及び資本（純資産）の勘定を拾って貸借対照表を作成すること

ができ、また、収益及び費用の勘定を拾って損益計算書を作成することができます（財務諸表作成の2つ目の

ルート）。なお、当期純利益については、貸借対照表では繰越利益剰余金に含められて表示されます。貸借対照

表と損益計算書は繰越利益剰余金を通じて繋がっており、このような両者の関係を「クリーンサープラス関係」とい

います。	

	平成	
×2年	

摘　　要	
受　　入　　高	 払　　出　　高	 残　　　　　高	

数量		単価	金額	 数量		単価		金額	数量	単価		金額	

4　	1	 前期繰越	 2	 100		 200	 2	 100	 200	

ⅰ	 仕　入	 8	 50	 400	 2	 100	 200	

8	 50	 400	

ⅱ	 売　上	 8	 60	 480	 2	 60	 120	

商　品　有　高　帳	
（移動平均法）	

損　益　計　算　書	

売　　　上　	725	売	上　原　価　480	

保　　険　	料		185	

当	期	純	利益			60	

725	725	

　ＣＰＡ株式会社では、払出単価の計算方法について先入先出法を採用していましたが、これを別の方法

に変更するだけで、利益を増やすことができます。本当かどうか、平均法に変更してみて利益が増えるか

どうか確認してみましょう。	

前期繰越200＋仕入400	
前期繰越2個＋仕入8個	

＝平均単価60	

　	
　上記のように平均法によると、売上原価が480千
円と計算され、その結果、損益計算書において当
期純利益が20千円多い60千円となっています。	
このように、計算方法を変更するだけで	
利益を増やしたり、減らしたりすることが	
でき、そのような行為のことを経理操作	
や利益操作といいます。	

ちょっとここでコーヒータイム～利益操作①	

第1章：簿記一巡の流れをおさえよう	
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基本例題Ⅰ－６	
＜簿記一巡の手続き～決算手続④～＞	

　ＣＰＡ株式会社の決算整理仕訳後における総勘定元帳は以下のとおりである。よって、①決算振替仕訳を

おこない、②残高勘定及び損益勘定を作成しなさい。	

現　 金　 預　金	 繰　 越　 商　品	 未  払  保  険 料 	

資　　  本       金	 繰越利益剰余金 	

4/	1残　高380	 4/	1残　高200	 4/	1残　　高15	

4/	1残　高500	 4/	1残　高65	
保 　 　険 　　 料 	

4/	1未払保険料15	

4/	1保険料15	ⅰ仕　入400	
ⅱ売　上725	 ⅲ保険料180	

ⅲ現金預金180	

仕　　　　　　  入	

ⅰ現金預金400	
売　　　　　　  上	

ⅱ現金預金725	

3/	31仕　入200	
3/	31仕　入100	

3/	31繰越商品200	

3/	31繰越商品100	

3/	31未払保険料20	

3/	31保険料20	

〔解答欄〕	

（借方）                                    　　　　　　　　　    （貸方）  	

　　　　   	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

（単位：千円）	①決算振替仕訳（損益振替記入）	

（借方）                                    　　　　　　　　　    （貸方）    　	

（資本振替記入）	

（借方）                                      　　　　　　　　　  （貸方）  　	

　　　　                                     　　　　　　　　　　　　　　　 　 	

　　　　　	

												

															

（残高振替記入）	

M-Cass簿記検定講座	



（借方）売　　              上725　　　　　　　　　 （貸方）  損　　　             益725　	

　　　　  損                  益685　  　　　　　　　　　　　　　仕　　　             入500　 	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   保　　　険　　　料				185	

（単位：千円）	①決算振替仕訳（損益振替記入）	

（借方）損　　               益40　　　　　　　　　    （貸方）    繰越利益剰余金40　	

（資本振替記入）	

（借方）残　　                  高625　　　　　　    （貸方）  現　 金　  預　 金525　	

　　　　                                     　　　　　　　　　　　　 繰     越     商   品100　 	

　　　　　未   払  保  険   料 20　　　　　　　　　　　　　　 残　　　　　　　 高625	

															資　　   本　　   金500	

															繰越利益剰余金105	

（残高振替記入）	

残　　　高	

現	金	預	金　　	

商　　			品　　	

未		払		費		用　		

資				本				金　	

繰越利益剰余金　	

損　　　益	

売　　　上　		仕　　　　　入　	

保　　険　		料			

繰越利益剰余金				

②残高勘定及び損益勘定の作成	

〔解　　答〕	

残　　　高	

現	金	預	金　　525	

商　　			品　　100	

未		払		費		用　	20	

資				本				金　500	

繰越利益剰余金　105	

損　　　益	

売　　　上　	725	仕　　　　　入　500	

保　　険　		料		185	

繰越利益剰余金			40	

②残高勘定及び損益勘定の作成	

第1章：簿記一巡の流れをおさえよう	
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〔解　説〕	

決算整理仕訳が終わったら、当期純利益を計算するために収益の勘定と費用の勘定を損益勘定に振替えます。	

また、資産の勘定、負債の勘定及び資本（純資産）の勘定は次期に繰越す必要があります。このために残高勘定

を設け、その残高勘定に振替えます。なお、損益勘定が損益計算書を作成する基礎となり、残高勘定が貸借対照

表を作成する基礎となります（財務諸表作成の１つ目のルート）。	

残　　　高	

現	金	預	金　　525	

商　　			品　　100	

未		払		費		用　	20	

資				本				金　500	

繰越利益剰余金　105	

現　 金　 預　金	

4/	1残　高380	 ⅰ仕　入400	
ⅱ売　上725	 ⅲ保険料180	

繰　 越　 商　品	

4/	1残　高200	 3/	31仕　入200	
3/	31仕　入100	

未  払  保  険 料 	

4/	1残　　高15	4/	1保険料15	
3/	31保険料20	

資　　  本       金	

4/	1残　高500	

繰越利益剰余金 	

4/			1残　高65	

売　　　　　　  上	

ⅱ現金預金725	

残高勘定へ525	

残高勘定へ100	

残高勘定へ20	

残高勘定へ500	

残高勘定へ105		
決算振替仕訳によって	
矢印のように勘定間で	
金額が移動します。	

残高勘定によって次期に	
繰越され、次期期首において	
開始仕訳がなされます。	
（基本例題Ⅰ－１参照）	

損　　　益	

売　　　上　	725	仕　　　　　入　500	

保　　険　		料		185	

繰越利益剰余金			40	

仕　　　　　　  入	

ⅰ現金預金400	

3/	31繰越商品200	

3/	31繰越商品100	

損益勘定へ500	

保 　 　険 　　 料 	

4/	1未払保険料15	ⅲ現金預金180	
3/	31未払保険料20	

損益勘定へ185	

損益勘定へ725	

収益と費用は損益勘定に	
振替えられ、その差額である	
利益だけが繰越利益剰余金	
勘定によって、次期に繰越さ	
れることになります。	

※繰越利益剰余金	
　　勘定へ振り替え	

※	3/	31損　益40	
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基本例題Ⅰ－７	 ＜簿記一巡の手続き～決算手続⑤～＞	

　ＣＰＡ株式会社の期末における決算整理前残高試算表は以下のとおりである。よって、資料にもとづいて決

算整理を行ない、精算表を作成しなさい。	

勘　定　科　目	

現　金　預　金	

繰　越　商　品	

未	払	保	険	料	

資				本				金	

繰越利益剰余金	

売										上	

仕										入	

保				険				料	

残　	高	　試	　算	　表	

借　　　方	 貸　　　方	

525	

200	

500	

65	

725	

400	

165	

1,290	 1,290	

資料１、決算整理前残高試算表	

資料２、決算整理事項	

ⅰ　売上原価の算定	
　　  期末商品棚卸高は、以下の商品有高帳に記録されているとおりである。	

	平成	
×2年	

摘　　要	
受　　入　　高	 払　　出　　高	 残　　　　　高	

数量		単価	金額	 数量		単価	金額	 数量		単価	金額	

4　	1	 前期繰越	 2	 100		 200	 2	 100	 200	

ⅰ	 仕　入	 8	 50	 400	 2	 100	 200	

8	 50	 400	

ⅱ	 売　上	 2	 100	 200	

6	 50	 300	 2	 50	 100	

31	 次期繰越	3	

前期繰越	

2	 50	 100	

2	 50	 100	2	 50	 100	

商　品　有　高　帳	
（先入先出法）	

10	 600	 10	 600	

4　	1	

ⅱ　保険料の見越し	
　　  保険料の未払分が20千円ある。	

第1章：簿記一巡の流れをおさえよう	
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〔解　　答〕	

〔解答欄〕	

借方	 借方	 借方	 借方	貸方	 貸方	 貸方	 貸方	
勘定科目	

現　金　預　金	

繰　越　商　品	

未	払	保	険	料	

資				本				金	

繰越利益剰余金	

売										上	

仕										入	

保				険				料	

　	合　　計	

当	期	純	利	益	

			合				計	

精　算　表	

525	

200	

残	高	試	算	表	 修		正		記		入	 損	益	計	算	書	 貸	借	対	照	表	

借方	 借方	 借方	 借方	貸方	 貸方	 貸方	 貸方	
勘定科目	

精　算　表	

現　金　預　金	

繰　越　商　品	

未	払	保	険	料	

資				本				金	

繰越利益剰余金	

売										上	

仕										入	

保				険				料	

　	合　　計	

当	期	純	利	益	

			合				計	

500	

65	

725	

400	

165	

1,290	 1,290	

200	

200	

100	

100	

20	

20	

525	

100	

20	

500	

65	

725	

500	

185	

40	 40	

320	 320	 725	 725	 625	 625	

（単位：千円）	

（単位：千円）	

残	高	試	算	表	 修		正		記		入	 損	益	計	算	書	 貸	借	対	照	表	
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〔解　説〕	

決算手続において、決算整理前残高試算表を作成したら、そこから精算表によって簡易に貸借対照表と損益計

算算書を作ることができます（財務諸表作成の３つ目のルート）。以上が簿記一巡の流れと財務諸表を作成する	

３つルートになります。そして、日商簿記検定1級試験の商業簿記・会計学ではこの流れの中から問題が出題され

ます。なお、このような問題の出題の仕方は公認会計士試験の財務会計論や税理士試験簿記論・財務諸表論で

も同様です。よって、この流れをしっかりと頭に入れておきましょう。	

総勘定元帳	

財務諸表作成の流れのまとめ	

決算整理前	
残高試算表	

決算整理後	
残高試算表	

損　益	

残　高	

収　益	費　用	
利　益	

資　産	負　債	

資　本	

Ｐ／Ｌ	 Ｂ／Ｓ	 Ｐ／Ｌ	 Ｂ／Ｓ	

決
算
整
理
前
試
算
表	

決
算
整
理
仕
訳	

決
算
整
理
後
試
算
表	

Ｐ／Ｌ	 Ｂ／Ｓ	

【精算表】	

ルート１	 ルート２	

ルート３	

基本例題Ⅰ－３	

基本例題Ⅰ－４	

基本例題Ⅰ－５	

基本例題Ⅰ－６	

基本例題Ⅰ－７	

ちょっとここでコーヒータイム～利益操作②	

損　益　計　算　書	

売　　　上　	725	売	上　原　価　480	

保　　険　	料		185	

当	期	純	利益			60	

725	725	

　さきほど、払出単価の計算方法について先入先出法から平均法に変更することで、利益を増やすことが	

できるということをみました。そして、このような計算方法や仕訳の方法のことを「会計方針」といいます。	

では、「会計方針」は好きなように変更してよいものでしょうか？例えば、あなたが財務コンサルタントの職

業に就いたとして、クライアントのこのような利益操作を目的とする会計方針の変更に対して、どのような

指摘をすべきでしょうか。結論からいうと、利益操作を目的とする会計方針の変更は認められません。	

　	

損　益　計　算　書	

売　　　上　	725	売	上　原　価　500	

保　　険　	料		185	

当	期	純	利益			40	

725	725	

【先入先出法による場合】	 【平均法による場合】	

　もし、認めた場合、財務諸表が比較できなくなるからです。よって、一度採用した会計方針は	

継続して適用し、正当な理由がない限りは変更できなのです。これを継続性の原則といいます。	

第1章：簿記一巡の流れをおさえよう	
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　ビジネスの世界でグローバルな競争を行う場合、競争のルールを守らなければならないのは当然です。�
国際法と呼ばれる経済法規や独占禁止法などの法律上のルールがその例でしょう。しかし、競争上のルールはそれだけで
はありません。銀行がグローバルな活動をする際に守らなければならないBIS規制もその１つです。国際業務を行う銀行が
維持すべき自己資本比率を定めたのが最初で、１９８８年に基準が公表されました。こうしたBIS規制だけでなく、ISO（国際
標準化機構）で決められる各種の規格や、欧州の廃物規制、資格制度の統一なども、グローバルな競争をするうえでの
ルールです。そんなグローバル・スタンダードの中で、広く企業に関係し、重要性の高いものが「会計基準」です。�
その会計基準がどう決まるかには、各国ごとの利害得失が絡んできます。このため、基準作りのヘゲモニー（主導的地位）
を握るかどうかが、グローバル化する経済体制にあって、国益や自国企業の利益を大きく左右することになるわけです。し
かし、長い間、日本にはこうした会計基準の重要性を認識する経済人や当局者、政治家はいませんでした。会計基準は会
社を測るモノサシで、そのモノサシが違えば、会社の成績ばかりか、日本の経済力もまったく違って見えてしまいます。�
�
　１９８０年代、日本人の多くが「ジャパン・アズ・ナンバーワン」というエズラ・ヴォ—ゲルのベストセラーのタイトルを鵜呑みに
し、「日本企業は世界最強」という幻想に酔っていました。ところが９０年代初頭のバブル崩壊でその確信は吹き飛びました。
以降はご存じのとおり、日本企業は収益力の低下に苦しみ、巨額の不良資産と負債を抱え、経営者はことごとく自信を失い、
「なぜ、あれほど強かった日本企業がわずか１０年余で惨憺たるありさまに陥ったのか・・」と多くの日本人が首を傾げたので
した。しかし、ここで根本的な疑問に突き当たります。それは－本当に日本企業は強かったのだろうか？－ということです。　�
　日本企業が世界各国の企業に比べて「本当に強かったかどうか」を測るには、強さを測るモノサシが同じものでなければな
らないはずです。では、バブル期の日本企業は、海外と同じモノサシ＝会計基準で、その強さを測られていたのでしょうか。
実は、日本企業が強かったとされた８０年代後半には、すでに海外から「日本企業が使っているモノサシ＝会計基準は狂っ
ているのではないか？」という指摘は出ていたのです。�
�
　インターネットの出現などにより、もはや金融や株式を中心に経済は完全に国境を越え、グローバル化しています。�
ならば日本も含め世界中の企業を公正に比較できるひとつのモノサシ、すなわち「国際基準」を作るべきではないのか－。
そんな声が国際社会から湧き上がり、世界統一のモノサシが登場してきたのでした。それが銀行の体力を測るBIS基準で
あり、１９９８年に主要基準が完成した国際会計基準IAS（国際財務報告基準の前身）なのです。そして、国際基準を受け入
れる過程で、日本のモノサシはやはり狂っていた、という現実に日本企業は直面することになります。BIS基準はバブル崩壊
以降、日本の銀行を奈落の底に突き落とし、日本の会計を国際会計基準に近づける会計の国際化は、日本企業に巨額の
損失計上を迫りました。バブルの崩壊、その後の不良債権問題、金融不安など、日本経済の歯車が狂った根本に、会計の
ウソがあったといえるのです。�
�
　会計は強さを測るモノサシ�
　会計と聞いて日本人の多くがまず思い浮かべるのは、大学や専門学校で習う簿記ではないでしょうか。辛気臭い経理処
理や飲食店での勘定の精算、同好会の活動資金の管理などを思い浮かべる人もいるかもしれません。�
確かに、そうしたお金の処理も会計の一部ですが、グローバル化した資本主義経済の中での会計は、もっと大きな意味を持
ちます。会計（アカウンティング）とは、企業の実態を正しく第三者に示す一連の仕組みであり、アカウンティングの派生語
のアカウンタビリティが「説明責任」と訳されることが、それを端的に示しています。�
　会計は企業の強さを測るモノサシです。売上の数字も利益の数字も、会計基準があって初めてはじき出すことができます。�
会計がなければ、各種コストの算定も資産価値の評価もできません。「会計なくして経営なし」それほど会計は企業にとって
重要なものなのです。　しかし、どういうルールで帳簿に記載するのか、つまり会計基準は、各国・地域ごとにバラバラでした。
ところが２０世紀末になって経済のグローバル化の進展により、お金が国境を越えて動き回るようになり、９０年代の冷戦終結
や規制緩和の進展で、資本市場が拡大し、資金の出し手である投資家も年金基金や保険会社といった機関投資家へと主
役が交代しました。この機関投資家は、一か八かの投機ではなく、世界中の企業を詳細に分析し、リスクを減らすために地
域分散して投資をします。このため、各国企業の強さを比較する必要性が出てきたわけです。�
　このときに大きな問題となったのが、企業の強さを測るモノサシである「会計基準の違いが大きす�
ぎる」ということでした。つまり、モノサシが各国によって異なっているため、国際的に企業を比較する�
ことが難しく、この問題によって、会計基準の統一化という動きへと繋がったのです。�
�
　このような統一化の中で、「日本企業は本当に強いのか」という欧米勢の疑問は正しいものであった�
ことが明らかになってきました。日本企業が実力以上に強く見えたのは、モノサシが違っていたから�
です。「含み経営」と呼ばれ、日本企業の慣行になっていた会計処理への姿勢は、結局は損失を�
先送りにし、利益を先食いするものだったのです。含み益を許した日本のモノサシは、世界のモノサ�
シと大きく違っていた－このことが、会計の国際化で一気に露わになったのでした。�
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